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平成22年 3月 14日 (日 )午後1時半より稲沢市総含文化センターにおしヽて、西尾張プ

ロック定期総会が開催されました。稲沢南総務部 翼野宏男部長、あしヽち随災リーダー会

早りi澄男会長の2害を来賓に迎え、出席者30名、委任状59理で総会が成立しました。

総会では、平成21年度の事業報告 。決算及び監査報告、プロッグ会貝J変更、新年度の

役員選出、平成22年度の事業討圃G予算が審議され、原案通りに可決、承認されました。

会貝Jの変更は、第6条の会長の条件に「市町村主催防災リーダー鷲成講座」をを0え、第9

条の役員の任期を、再優は連続して4年までと変更しました。そして第10条には、相談

役の設置涸 0され、最後に第12条O日 11条)の会費について、近年の決算状況に基づ

いて審議され、本部会賣を含み年額。1, 500円に減額することが決識されました。
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また、給套後に・
l‐7藤善之1撻表よう4月 1国に発足を目ま昌してしヽるFNF③法人おしヽあ随災

リーダー育成支援ネット」の設立説明があり、これまでの経過や会後の意針と活動内容など

につして 詳しく話されました。

その後、研1参として初めての試みで、しヽちのあや支部とこうなん支部によう活動発表が

あり、特色のある活動内容とその取り組みについての報告は、他支部にも大いに参者にな

る内容で有意義なものとなりました。

プ国ガ イ電表 笞 尿 警 之

平成 22年 1月 23日 (本)日進市防災セミナーにおいて、富士常葉大学」ヽ村隆史先生の

講語篭聞<機会がありました。小村隆申先生は、皆さんc~3知の災害図上訓練を普及され

た海です。議議の要点は以下のとおりです。

1)これまで阪神淡路大震災、新潟中越地震等で家屋の倒壊について調査をしてきた。平

成 19年 7月 16日新潟申越沖地震で柏崎の倒壌家屋を調べて、次のような防災マップを

作成した。金壊した家屋を赤、半壊した家屋を黄、被害なし塚屋を緑としたマップで、金

壊の条件を関連づけた結果、沢の 5つの条件が全て当てはまる場含、全壊 :赤に相当する

ことが判つた。①昭剰56年 5月以前の建築 ②本造家屋 (ハウスメーカー製除く)③
2階建て ④瓦屋根 ◎南側 (道路側)の壁が少ない この場合耐震補強が必要となる。

①②が該当し0～⑤が一つても外れる場含|ま、半壊 :黄に相当、①②が一つでも外れる場

合 被害なし:縁 に相当とした。

2)震度 7や震度 6強の場含、昭和56年 5月以前の建築では、全壌率が高いが、露度 6

弱以下であ絶ぱ昭和 56年 5月以前の建築でも全壌率は無しヽ。

右図がその金壊率テープルで

昭和56年 5月以前の建築で|ま震

度 6強 (6～ 6.5)以 上で全壌

率が非常に高い。

震度 6弱 (5.5～ 6)では10%

以下である。ちなみに東海地震 。

東南F~c地震が運動しても尾張地域

は震度 6弱以下と予想されている。

3)自分の住んでいる地繋の過去

の地図を調べる。国土地理院の旧

版地図を入手する。

国土地理院lB版地図のインターネ
<瞼神淡路大震災で、西富市のデータをまとめた>
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ットア ドレスは下記のとおり

li■i三二 1三:≡二_二童 上型 諄 量[三量[二
`_墨

■L

自分の地区の地図を選んで 1目版地図を注文する・ ①最も古い旧版地図竃入等して、住んで

いる所が当8寺から住宅地であれば~安心 ②当時田畑であれ|ぷ液状イЮ 危険がある と半」

断できる。

私は一富地国の大正 9年級を入手しました。その結果自分の住為乱 るヽ所は想定してし`

たとおり当時囲題であることが半」明しました。皆さんも自分の地域の日版地図を取り書せ

て地隧を調べ、地域の防災 3減災活動等に活用して<ださい。

―

平成 21年 10周 24025日 の互日間、稲沢爾社会福祉協議会主催のF福祉まつりJに

稲沢支部として参力]し、隣災啓発活動をした。会場は稲沢市体育館である。活動:隷員が

交4ヾであたり、内容は沢の通りである。

1、 防災バネルの展示

2、 防災グツズの展示

3、 マナ 0カナのDVD上映

4、 あしヽち防災リーダー会稲沢支部の活動紹倉と襲示

5、 防災クイズの実施 。解説と協力者へのグツズ配穐

(バルーン風船の動籾 。濾災のしおり `備蓄ビスケツト)

*風船の報工は、前目に会員ができるまで練習した。

*人寄せとして、県認定のボランテイア「レインポー」のメンバーでもある食量が、

ピエロに扮して風船で動物などを17Tり、配布した時間帯には人垣ができてしま

しヽ、フイズ実施やグツズ配奄に大わらわであつた。

*備蓄ビスケット|ま行政から提供を受けた。

*他のグl17-プの藩発手法を営ぶチヤンスとしたい。

③l①

一富立堅__量文貪颯丞彰

平成22年 1月 16目土曜日、アスナlly金出におしヽて愛知県・各古屋静 N tt K雹古屋

鮫送訛 随災のための愛知県ボランテイア運経会主催で「愛知 0各古屋 鑢災なボランテ
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ィアフォーラム2◎ 10」 が開催されました。

一言から「―富llb災 ボランティアネットワーク」の名称で識が会を富む―富防災4団体

が、家具転倒防止の啓発のため参愈oしまし

た。他の団体では、電古屋 。豊構 。矢Dtt e

目達の防災ボランティア団体、NPOL矢 0

ネット、圏本赤十宇社、ボーイスカウト愛

知達盟、日本アマチ量ア無線連盟、量矢8県

建築圭事舅所協会、径古屋市住宅都市局耐

震化支援室なども参加されました。当日は

日本購れで少し寒さが身に凍みる種婚のイ

ベント圏利でした。
'1  

■■■■ ||:身を 、■● 1‐ 1はほ 漑 晰 靡 颯 m  ~  ―… … … ― ― ―

われわれは、 21年度から実施している 賄 民活動支援―家具転倒防止活動支援Jの実

施状況の写真パネル・家具圃筵ミニモデん e家具固定部品パネルなどの農示、ガラスのえ

敬防止フィルム賂り実演、電動 ド|り ん|こよるネジ打歩 下地探しの実演を実施しました。

中でもガラスの飛散防止フィルム随り実演がもっとも人気がありました。

曇  「嬢震による家具転目を防ぐには」  ゴヒ名古屋支部 酒 丼 紀 笠

平成22年 2月 27日 (土)北名古屋市総含福祉センターもえの丘ポランティア会議室で
題記の防災講座が開催されました。企画は北名古屋防災ボランティアによるもので、講師
にはあいち防災リーダー会の早り|1会長を迎え、「誰でも守れる我が家の地震の備え」につい
てピ指導ぃただきました。

当日|ま晴天に恵まれて、防災ボランティア。福祉ボランティアの総勢21名が勢力0し、
建物の耐震診断 0耐震補強対策の話から、家具の制れない正しい固定意法まで、我が家の
家具転倒防止のためにメモを取り、全員が熱′きに聞いていました。

つ回|ま初めての家具転倒防止講座でありましたが、時間があれ|ざ実際に二翼を使しヽ、班
SJに各自が家具へ取り付けてみる体験ができると良かったと思いました。

早サ|1会長及びボランティアの皆様お疲れ様でした。

．・
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瘍 勒咀靱藝輪濾部遷蠍饉■ (21年度定期総会)一富支部 濶 襴 文 斃

2月 21目 (日)午前 10時より、いちのみや支部の平成 21年度定期総会を、 12G
の会員参加 (委任状208)で 、一宮市消防本部にて4iし まヽしたので報告します。

一富市の出□副市長・危機管理室川瀬室長、社会福祉協議会野村課長に来費としてごみ

加いただき、市の現況 0リ ーダー会への期待をお闘さすると共に、市の新しい施策に動 ヽ

ス百≦ミ響義ズずら6D質羅野に二答ジlてしヽス〕ださ巻難し武1。 縫会蒻躍事σり前に二(穐慧嚢な情華展基変換が屋日男霞旋]

と思しヽます。

総会では、表年度役晨、会貝」改正、活動 9会計についての実績 。計画の承認をいただき、

次年度の支部活動の落電性を共穐イとできたと思います。

優」会に31続き、11時から 118寺半まで、伊藤支部長につ年度の活動紹介なとをしていた

だき、イベント参を目書からの感想や思いを聞き、次年度イベントの改善検討のみ者にする

ことができました

7 m熙 六會は譲贔 %。 20 な神 e淡ヽ大ズ災かり輝5年

髯さん、新年明けましておめでとうごさ拠 まヽ
~3‐

。本年も、 1圏年同様ようしくお隧じヽ申し

上げます。新ししヽ年が災害の少なしヽ年であることを祈つていますこまた、皆さまにとつて

素晴らししV軍になること、そして、饉さまの様々なう舌動え注業を結び、災害被害を少しでも

軽減できるようになることを祈憲してしヽます。

昨年は 9月 26圏に伊勢灌台民から50年を選えたこともあり、7くのメディアが ら⑤

年前の台風災書につしヽて様々な報通たしました。そして、50周年の国後の 10用 8目に、

台風 18雪がわが地を直撃しました。三河地域を中心に被書が出ましたが、 30周年に関

わる様々な報通のあか |ずで、多くの住民が約確な行動をし、彼害を最小にととめることが

できたように思います。まさしく 険 害は忘れたころにやつてくる」の逆で、 50周年行

‐
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率を禽bて台風災書の問題透し'っ かつ蒻憶 。伝示したことが、災書被書の鍾減|こ役立った

ように悪じヽます。

また、 3月 1司 目に1よ、飲融 マダニチ量― ド5,3の 地震が発生し、これから迎え

る本Sを思い起こさせる強じ堰 れに見舞ゎれました。震源に近い静岡で |ぎ、家曇止めなど

の暮前期策が多じヽに役に立ったようで、当地でも参者になることが多々ありました。これ

から運遍する東海 9東南海地震では、マグニチュー ドは 2つ程度大き<なります。愛知暴

内では、露源からの距離も 1/3程廣になります。一般にマグニチュー トが 1大きくなると

震腰議が1つ大きくなり、遅れは 0倍になります。また、距冨飾が1/3になると揺れは 3倍に

なり、震麗胸 つ大きくなります。従って、本番では、な海遭での地農にLヒベ農度が 3橿
廣壇え、据れの強さは30倍程度になになります。駿河ぬでの地震の時の変知県内の農度

倉喬に震度を 3足すと、内閣府や愛矢3果が複害想定で作成した震度分布とそっ<り になる

ことが骨かります。すなわち、変期県ゃ国が想定した震度骨布もそれなりの精度があるこ

とが分かりますcしたがって、被害想定で示されている被害量をしっかり頭に置いて、事

前の備えを促進することがとても大事であることが実証されたとも言えます。

きて、今年 1月 1了 日で、阪神 。淡路大震災から16年となります。そこで、この 15
年を少し振り返っておこうと思しヽます。

1995年 1月 17日、私は裁半Jの鑑定で同崎にでかけることになってしヽました。早覇

の強し曜 れとテ L/ビの被災映像の申、後ろ髪鶴 |かれながら、嚢で同崎にでかけました。

車中でラジォから被災情報を聞き続けましたが、時間とと3にひどくなる被害状況と、災

害報通の濡 LJび つの中、焦りを感じつつ運転をしていまし́た。雫々に鑑定を片づけ、大誉

に戻つて、できる限りの情報を収集して、地元メディアf‐・1蔵11-繕に現地に向かいました。

華しヽ、近歌が動しヽていましたので、難波まで行<ことができ、夜には、尼時のホテlly鰹た

どつ麗きました。大渋滞と鳴り0<サイ L/ンの蕃が3でも頭に残ってい渡す。

理圃、彼災地に選を踏み入れると、余つの被客に声を失しヽ、個とも言えぬ喪失惑と口量

の意を感じました。そして、無1性 |こ何かをしなけれはと思ったのを説億しています。¶な

周ほど トラウマで良<眠毯れない国々を過だしました。その時、彼災地に入った多くの建

築技術者が同じような忍し、を持ったはずだと思し、ます。自分たちが作った建物が無残に壌

れ、そこで多くの人たちが犠牲になりました。純粋に、人の命の大切さ、建築のあるべき

姿を者えました。

震製の最大の教訓でぁる「人を守る家」は、ュooO年前にゥィトルウィウスが建築十

言で 醸 無くして用無し、需無くして美無しJと述べた建築の原点でもあります。そのこ

とが震災御 5年篭迎え、忘れ始めているのではないかと感じる3目この頃です。

震業後、工響系の鬱協会からきまざまな耀議が出されました。これらのく言から、当時
の研究者の憲しヽを知ることができます。優』えば、日本建築学会は、露災半年後に、F建築お

‐
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V

よび都市の駆災向上へもけての課題 《第一次提言)」 を買災 2年後は「被災地域の優興おょ
び都市の防災性向上に関する耀言 鑢 三次握言)」 を現しました。

第一次提言では、総含的に検討すべき課なとして、FA.災書に3螢しヽ都市づくつの推進」、
「 B。 既存不適格建物の前震爾策」(『 C。 耐震性能を明健イビした設計法の開発 J、 「 D。 災
書騰報システムの健立」、F[。 地震災書の防止 3重減に関する基爾鈎研究の振%の 3壌
目を握 |ずています .

具体的な課題として、都市づ <り では「1,都繭構造の随災ィじ」、「 2。 目立的な防災市
衛地空間の形囲 、F3.本造密集市街地の改善 J、 「4.晦災 eum施設の整備と心急隧 3奢

住宅の供給の多様化 J、 F5。 歴史的建造物等の文 1ヒ 鉤量置の保全と霧生』。耐震文」業ではFl。

既存不適格建物の耐震性向上等の改善の推週 、Fo。 既存不適格被災建物の再鍾 0優
|□落

策の明5審イヒ」。設計方法では Fl。 現行の耐震設計体系のメンテナシス」、「 2。 梅工 。管理
休系のグレー ドアンプ J、 「3.性能表示型耐震設計法の間発」、「 4。 ほ礎は適の耐震設計
体系のグレー ドアップ J、 F5.設備機器および非穐進材の耐震4性評価手法の間発J。 こう|こ

情報面では Fl.災害情報ネットワークの整鷹 J、 F2.都市i青報データの体系イビ」、「 S。

公開と共有の原員」に基づ <1電報システムの運用」を示してぃます。

当時を振り返って見ますと、震災以前と比べて、災害情報を始めとする発災後のソフ ト
的な海応が重視されたように感じます。これらの課題の多<は、この 15年間で、鶉分改
善されたように思います。特に、Dの災害1竜報システムにつし、て l~3、 ICTの選震もあり、
緊急地震速輔や各種の災害情報システムとして具体・lgしてきました。

また、 A～ Cも、応急危険廣半J定士の豊成ゃ耐震数1参促進法の構J定などの仕組み作り、
建築基準法の前震規定の改正など耐震設計法の整備、各種の耐震化工法の開発など、【々

と進展してきました。これに対し ]:]耐震基準を満足 L/な しヽ錫存不適格l_t宅 の耐震改修
はなかなか進んでぃません。

一方、第二次握言では、「1.被災地域の優興に向けて J、 F2.被災者の速やかな生活優
1目 を支援するシステムのぁり方」、F3。 災害時の対応行動と避難を確保するシステムのぁ
り落J、 「4,本造甕鰺謝葡篠諸もの胸災まるづくり落策」が掲げられました。しⅥガれも、彼災
地優製の申であぶりだされた問題ぶ申心課題になってし、るょうに感じ表す。彼災者の心憫
に配慮してしヽるためか、耐震ィとなど被害軽減のための事前の備えにつしヽての菫要1生の指摘
は、この段階ではやゃ芝じくなってしヽるょうです。

震災の半年後、地震隣期 ]策特s」鑓麗法が箱』定なれ、地震にょる被書の%減に金する地
震調査研究の推進を図るために、地震調査研究推進本部が設置されました。地震調査研寃
推進本部は、主要な活断層の調査、地震の長期評価、堆穫平野の地下は適調査、観漫」編の
整備、地震動予演」地国の作成など、地震の発生や地震によう地盤の握れの鮮明に影大な黄
献菱してきました。

阪神太震災では、ェ計で想定している地震動よりもはるかに強じ、据れを受けたの饉も掏

‐
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わらず、多くの建物が微少な被書にととまりました。そこで、構造物の耐震性を明らかに

することを目的として、鶉 鬱疲翻騒爵究所に兵庫耐震工彗織 センターが設立さ為、実

大三次元震動破壌実験施設 ([ディフェンス)が整備されました。鍾ディフェンスを用しヽ

た多数の実大震動実験は、建築物の耐震実力を明らかにすると共に、その実験映像は市民

の啓発に多大な貢献をしてきました。特に、本造戸建て住宅の優順 映像は、テレビ等で頻

繁に敏映されてしヽま
~3~.

21世紀に入つて、申央省庁再編により内閣府に移管された中央防災会議が、東海地震、

東南海 。画海地震、首都直下地震などに対する被書想足を実施しました。そして、国難と

も言うべきその甚大な被害が明らかとなり、国は 10年での地震被害半減を目指した地震

随災戦略を策定することになりました。

これを機に、耐震イビ率 90%を 目掲して、停滞気昧だつた鐵存不適椙建炒の耐震改修ざ

一気に促進されました。自治体は耐震改修健進計画を作成し、耐震診断や耐震改修の補助

制度を整備しました。また、静岡県のTOUKAI(東 海 。例m)③ プロジェク トを始め―

として効果的で安価な耐震改修法の両発が進められました。耐震イ慶 進めるための仕組

み 。工法 。インセンテイブなどの体市い 整備され、最後に残つた障壁は、住宅の所喬音で

ある個々人の意識となつたようです。そこで、国を挙げて災害被害軽減のための国民運動

を推進することになりました。

つのまま大都市が巨大地震を選えれば、我が国社会は破たんし、茨世代や国際社会に対

し取り返しのつかない被害となります。高機能化した社会は、一つの弱点から被害が連鎖

し想定外の事態をも招きます。

多くの人たちは来るべき地震に期し、同となく不安を感じてしヽます。大規模地震災害へ

の責任を行政や灯 電家だ |すで負える3寺4電ではなくなつてしヽます。審で鰤決策を考える環境

をは成していく必要があります。災書は人間の活動が生み出すものです。個々人の災書観

が変われは確実に彼書は減ります。私たちの′いの中に籐決の糸□があるように感じます。

地震災害に対する意識を変え、耐震1しの実践へと住民の皆さんを誘導するには、1圏々人

が理屈を超えて耐震イしの必要ll■を続得し、地震災書がわが易に降つかかる問題だと実感す

ること、そして、耐震化の必要llllを 互いに読得し含つた上で、専間家が耐震イム の鱗決策

を提示することが必要となります。

このためには、納得感やわが事感を実感できる4鷺鐵提供、読得役のあ節倉な人材、減災

への思しヽ篭もった専門家の存在が鍵を握ります。私たちも4鷺覇彊供のお手伝いをしてしヽき

たいと審えてしヽます。随災 |プ ーダーの箋さまには、しっかりお節倉を燒しヽて、専間家と住

民とをつなぐ預方向コミユニケーションの担い手として、住民と共に著え、率先市民とし

て地域の人たちと協働して減災活動を実践してしヽただければと思しヽます。そうすれは、ま

ちぐるみの耐震イヒは必ず成功すると思います。

‐
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最近では、産富響民が連携して耐震イじ運動を表基ぐるうで進める脇艤金が果向のあるころ

にでき、大きな成果を上げて始動乱 まヽす。こうしヽった実践事優Jが出てき始めたことが、

この 15年間の成果であると思じています。助災 |ジ ーダーの機さまの活動が、わらこうで

成果を挙げていることを見聞きします。3年も、活発な実践活動廷ようしくお願しヽいたし

ます。

今年、 1月 17日で、販神 0淡躍大震災から 16年が経ちました。 15周年の特集記事

や特集番組が沢出流れる申、日本時間の 1月 13日にハイチで大きな地震が発生しました。

つ、ハイチでの被書は未だ十のには把握されてい怒ぃようですが、地震の発生噸 』は、

盆010年 1周 12園 16時 53分 (日本時間 10圏 6時 53分 )、 震源はポル トープラン

スの西苺塑電約 1 5km、 深さ 10k鍮、ほ のマ先 チュードは聞w7.0、 首都ポリじトープラ

ンスの農度は改正メルカリ震度で V i loX(気象庁農度階では 6弱～6強に相当)の経れ

だつたようです。ハィチは、北アメ |プ カプレートとヵリブプレー トが衝突する場P~Fに 当り、

地震を起こした活断層はェソリキロープランテインガーデン断層と呼ばれています。被災者

の数は約300万人程度とのことで、地震の規模、人□自集地から震源までの距雛、被災

者の数など、販神 。淡路大震災とそっ<りです。

しかし、阪神・淡路大震災との大きな違いがあります。それは、死者の数と国にとつて

のダメージの違いです。

現在のところ、ハイチでの死者は少な<とも23扇人と言われており、3③ 層人との見

込みもあるようです。一方で阪神 0淡路大震災の死者は6千人余です。同じ規模、据れ、

被災者の地震にも関わらず、犠牲者の数が50倍も違います。これこそな耐震1性の重要ll■

を示す結果です。阪神 B淡躇大震災では昭利56年以前の既存不適格建物、申でもさい本

造家屋の制壌により多<の機牲音を出しましたが、それでも、その波書はハイチとはLヒベ

切になりません。既存不適幅建物の耐震改修を進めればさらに犠牲者をワフオーダー減ら

すことができると思ぃます。被書は私たちの努力で幾らでも減らすことができることを教

えてくれた地震とも言えます。

もうひとつの違しヽは、国家にとってのダメージの大きさです.ハイチの人Elは η000
万人弱、我が国の人EI11 2 7 0 ③万人の十分の一以下です。同じ300万人の被災者でも、

ハイチでは国民印 /3、 戦が国では国民の 1/40の被災者害」含となります。この差はと

てつもな<大きいものです。ハィチでの経済被害は、国内総生産の 6割にも及びます。大

統領府まで倒壌したハイチでは、国を維持することすら心配されてしヽ6状況にあります。

これに前し、阪神 e淡路大震災の経済被割 ○兆用は当8寺の国内総生産のと%程度|こ審

‐
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まりました。これによく似ているのが、一昨年に発生した国サ1臥地農です。困;ii大地震で

の波災者は 4干酒人、経済被害は 15兆円程度と言われ、想像を絶する波書ですが、その

被災者は申園国民の 1/30程度、経済被害は国内総生産の 5%程度と蓄 えられます。国

の力にLヒすと、阪神 。淡路太雇災と四lll大地震の技書インパタ トは同程度であるとも著え

られます。何れの地震も大変な被害を出し、それぞれの被災地域の被災者にとつては被書

の深亥」さは変わりませんが、国そのものの存立に関わるものではありませんでした。中国

の被害は東酵 東南海 。南海地震の被害に匹敵するものです。しかし、我が国の 10倍の

国力を有する中国のことですから、すでに、 2年た経過して、地震の痛手を感じさせない

経済力を見せつ |すています。

裁づ国でも過去に国内総笙産の 4露』にも及ぼ被害を出した震災があります。皆さんもご

存じの 1923年 間東大震災です。 10扇人の機権者を出す我が国首都を■った大量災で

す。この疇手は家馴こも大きく、その後、戦が国は大変躇い社会へと変イじしてしヽき、中国

|こ出ていったり、戦争を始めたりしました。そして、皆さんもご存じの 1944年 東南海

地震、 1043年 二河地震と共に敗戦へと同なつて行きました。こうしヽつた過去を振り返

ると、ハイチの大変さが想像できます。

ハイチの被害はl■_人事ではありません。私たち篭待ちうけてしヽる東海 。栗爾渾 e南薄地

震、首都直下地震は、含わせるとその被災者は国民の半分、そして、その経済被害は、国

内総生産の 4害1にも達するとの被害予測が示されています。金壊家屋1姶わせて 200面

檬、これは、戦が国で建設する建物や一般ごみ排出量の 4年分にも当ります。このような

被害を出せば、戦が菫国民も、つのハイチの国の人たちと同じような状況になります。

私たちは、阪神 ,淡躇大震災、四||1大地震、ハイチの地震などを、他人事とせず、自分

が複災してしヽると思つてその数群‖を鬱ぶことび、被災した人たちに報いることにもなりま

す。

さて、ご存じの意もうしヽと思いますが、ハイチの地霞が起きた日 (国本 0寺聞)は、三河

地震から65年目を選える当国でした。なぜか、その自のメデイア|よ、ハイチの地震を大

きく取り上 |ずてはじヽましたが、三河地震のことはほとんど伝えてなかつたように思しヽます。

これは大変残念なことだと感じました。つしヽ先圏、名古屋市博物館で開催申の F開府40
0年記念特別展 名古屋 400年 のあゆみ」(平成 22年 1月 9目～ 3月 7日 )を誘れてみ

ました。濃尾地震や伊勢湾台風、戦時下の空襲の展示はあつたのですが、東南海地震と三

河地震に関わる震示1ま皆無でした。このようにして、貴重な災害獨 ‖が忘れてい<のだと

感じざろを得ませんでした。戦時下で1露報続電」されたため多<の国民に知らされなかつた

地震とは言え、来るべき栗海 。東南耀地震への備えを進め、次の開府 500年 まで、この

まちをつつがなく受 |ナ継ぐためには、過去の被災体験に学び、備えらしかありません。

そうしヽった意味で、販神 。淡路大震災 15周年 1こ関連して報通された時集記薯や特集番縄

から攣がことが多かったと思います。例えば、フジテレビ 慄 海テレビ)系,短赦送され

た『神戸新間の T目聞」は、当事者としての新聞記者の種子をリアルに伝えてしヽました。

υ
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私は、この番組に登場した神戸新間の協議委員長だつた三木震3_lさ んの社識が気になり、

すぐにホームベージを検索しました。神戸新麗にその社説が期載されてしヽましたので、

ここに採録したいと思います。

(1性塾主主整主J主墨」 壺i⊇壁」.1二塁 _:1■ 11=こま●こ)

「あの烈震で神戸市栗灘国の家が優J壌 し、階下の老いた父親が生き埋めになつた。三圏

国に、やっと自衛隊が遺体を搬出して<れた。だめだ&ヽう予態はあつた。

だび、運よつたままだつた二日間の無力感、やつきれなさは例えようがない。 被災蓄

の恐llthや琶属を、こんな彩で体験しようとは、予想もしなかつた。

あの未明、ようやく三階の窓から戸外へ出てみて、傾斜した二障の下に階下び、ほぼ押

し演されているのが分かり、恐ろしさでよろめきそうになる。父親が運ていた。しヽくら呼

んでも返答がない。
~   1去

えた人々の群が、薄明の中に影のように増える。軒並み、かしぎ、演打 Qヽる。3ス

6)に]∂うしヽが電舞鷹3。

家の嚢へ圃6。 M麗な驚壌があるだ |す ど。すき間に向かつて叫ぶ.

卓雪竃董、近主tDじ 蔵Lら』風しヽ6D礎♪受≫ズからなしヽ。層匡話が鰐摯近に1舞要しヽ。だ才1にニボ輿しヽ夜藍到蒸め魔]ら」熙しヽ

のか、途恵に暮れる。公的続 何もなしヽO

何キ国も離れたAllり 含いの大工さんの家へ、走つていく。彼の憲もべしやんこだ。それ

でも駆けつ |ナてくれる。

裏から、のこざりとバールを使つて、掘り進んでくれる。彼の道具も失われ、限りがあ

る。いつ上から崩れて<るか分からない。父の寝所とおぼしきところまで潜るが、姿がな

しヽ。何度も呼ぶが返事はなかつた。強烈なガスのにおいがした。大Iさんでは、これ以上

舞軽動でつた。

地区の消防分国の 10Cほどのグループが救出活動を始めた。瓦礫 (がれき)の下から

_  応答のある人々を、次々、救出してしヽた。時間と努力のいる作業である。頼りにしたしヽ。

父のことを頼慇。だが、反応のある人が優先である。国が悪れる。余Wを懸れる人々が、

学校の校庭や公園に、毛布をかSつてたこうする。案くて、食べ物も水も通じしヽ。慶材で

たき火をする。救援糊資は、なかなか来ない。 しヽつまで辛抱す穐は、笠存の不安は薄ら

ぐのか、構報が欲しい。

翌日が明ける。近所の一家 5人の選体が、分国の人たちによつて搬出される。幼しヽ 3児

に両親はほいかばさるようになつて発見された。こみ上げてくる。父のことを頼む。健闘

してくれる。とでも分国の手に集え機 とヽしヽわれるc南の消防局か自衛際に頭んでくれと

いわれる。われわれは、消防局の申令系統で動 てヽいるわ|ナで1よない、気のるだけど、と

しヽう。

東灘消防署にある救動本部へいくc生きている可能l1/1の 高しヽ人からやつ
~C~し

らヽ、あ宅は

何時になるからからなめ、分なつてほしいとしヽわれる。十の理解できる。理解できるが、

やつきれない。そんな 2圏聞どつた。
‐
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これまで穣災者のR持ちが本当に着かってし、なかった自簿まこ気づ <。 “災書元禄"などとしれ
われた神戸に住む者の、一種の不灘 (ふそん》き、首さを思ぃ知る。 この街が機災者の
不安やつもさに、どれだけこたぇ、ねぶろぅ用意ざぁ ったかを、改めて思う。

F(1995年 1月 2o日神戸新聞覇乳 1画 )」

これから、大きな地震を迎える私たちは、三木識説委員長のこの社説に01露 した思ぃを、
当事者意識を持って受 |ナ止め己 きヽたし、と思ぃます。

螂 集 畿 記
いつも西尾張版『APLA通 信』をお読みぃた穫 ぁりがとぅござぃます。
3彗では、都含により皆様お待ちかねの「防災ょもやま話」を、 2回分まとめて掲酪

せていただくことになりました。読み応えがぁ りますのでお楽しみ<ださぃ。
この 1年間、彊れない編集作業に四苦八苦しながらも、役員の皆様をはじめ多くの会員

の皆様のご協ヵにより、何とか年 4回の機関紙発行をクリアすることができました。
これからも会員の皆様をつなぎ、ょり読みゃすく親しみの持てる紙面とな練 ぅに、皆

様のご意見ゃ情報などをた<さんお寄せくださ乳、ますようお願い申し上げます。 (森 )

‐
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☆ 本解鰹爾硫童 憑プ 国 ック活鉤陪告舎

圏 時  : 平成 22年 4月 25日 (日 )13[oo～ 16:3o
場 所  ; 雹古屋太営疇萎議総含館 1階  レクチャー本 _ブレ
なお、同日 lo:F」o～12ioo sる る試乗体験 &講習

(同 4階 災害対策動
11:∞～12:oo NPO法人あしヽち防災 Iプ ーダー支援ネット説明

(同 1階  L/クチャーホール)

しヽごれ も参ヵo自由です。

参方0希望者は、支部幹事経曲で河本」事務局長まで申し出てくださぃ。

☆ 酉鷺はプ国ック薫催 翔∪鵞 《也贔覇運営ゲーム)研修含
日 時 ; 平成 22年 5周 16圏 (日)13:30～ 16:3o
場 所 : 葡袋ふれゎし、食館 (江南南萄袋町東359)
参DO希望者は、文部幹事経曲で尾関研1参部長まで申し出てくださぃ。


